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編 集 後 記
　佐伯華水氏の書による内藤鳴雪の句のよ
うに、人生における様々な困難にも逞しく
起き上がっていける人間の強さのごとく、
ゆるやかに受け入れる春という芽生えの季
節が巡ってきました。
　去年夏から、広報誌という今までに経験

のない分野に関わり、四苦八苦しているう
ちに広報誌の見方が変化してきました。
　新年を迎えて、読者の皆様が新しい体験に
果敢に挑戦するなかで、転んでもまた起き上
がり、もっと楽しくなる年になることを祈っ
ています。　　　　　　　　　　　（K・M）
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 １ 広報誌秋号354号発行
  実習指導員養成課程５
 ４ 広報委員会
 ５ 運営委員会
  養成講座後期開講式　養成講座23
 ６ 公開講演会「突然の別れと悲しみからの再生」
 ７ 相談指導員養成課程２年目
 12 養成講座24
 12～13　３年宿泊研修
 13 チャイルドラインならヤングスタッフ養成講座開講式
 14～15　インターネット相談実施センター会議（東京）
 15 友の会役員会
 19 養成講座25
 20 理事会・評議員会
 24 相談員委員会
 25 ～ 27　第31回いのちの電話相談員全国研修会　おおさか大会
 26 養成講座26
 27 インターン研修会２
28　相談指導員養成課程２年目

 １ 友の会　秋の研修・親睦会
 ２ 運営委員会
  養成講座27
 ２～３　９年宿泊研修
 ３ 日本いのちの電話連盟全国研修担当者セミナー（名古屋）
 ５ 実習指導員養成課程６
 ９ 子育て支援ミニイベントin東市
  養成講座28
 10 チャイルドラインならヤングスタッフ養成講座２
 11 相談指導員養成課程２年目
 16 養成講座29
 16～17　第26回日本電話相談学会（茨城）
 17 チャリティーバザー
 23 養成講座30
 24 インターン研修会３
 26 ～ 27　チャイルドライン全国研修会（東京）
 28 相談員委員会
30 ６年研修
  養成講座31

 １ 会員拡充キャンペーン合同推進会議
 ３ 実習指導員養成課程４
 ４ あすなろダイヤル連絡会議２
 ７ 運営委員会
  養成講座21
 12～14　第37回日本自殺予防学会（秋田）
 13 相談指導員養成課程１年目
 14 養成講座22　養成講座前期閉講式
 15 第38回日本自殺予防シンポジューム（秋田）
 21 養成講座後期受入面接
  認定委員会
 22 自死遺族のつどい
  インターン研修会１
 26 相談員委員会
  会員拡充キャンペーン本部会議
 29 全体事例研修会
30 震災フリーダイヤル終了
  子育て支援委員会

ホームページ
当協会のホームページに第38期 電話相談員養成講座
（前期）の募集要項、講座日程と内容、申込書が掲載
されています。是非ご覧ください。

電話相談員募集中‼

自殺予防強調月間（奈良県自殺対策緊急強化補助事業）

奈良いのちの電話公開講演会

第一部《講 演》　講演者　香山リカ 氏（立教大学教授・精神科医）

第二部《　　　》　多川俊映 氏（興福寺貫首）・香山リカ 氏

と　き：平成26年3月30日（日）
　　　　午後1：30 ～ 4：30
ところ：奈良県文化会館　小ホール
　　　　（近鉄奈良駅下車東へ歩いて５分　奈良市登大路町）　
定　員：300名　入場無料（先着順締切）
主　催：社会福祉法人 奈良いのちの電話協会・奈良県

お問い合わせ　奈良いのちの電話協会
　　　　　　　TEL 0742-35-0500
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突然の別れと悲しみからの再生　入江　杏　氏

奈良いのちの電話　電話相談員になっていただくため
の第38期養成講座の受講生を募集しています。
開講期日　 前期 2014年 4月12日～2014年 9月20日
　　　　　 後期 2014年10月11日～2015年2月28日
開催場所　NID会館（奈良市西大寺本町8ー27）
受 講 料　各期　30,000円（実習実費は別途）

「生きる力をつける処方箋」
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　平成26年の幕開け。
　大和青垣から金色の
朝日が昇ります。

　新年の節目に「希望」とは何だろ
うかと考えてみました。新たな年は私
たちに希望をもたらしてくれるのでしょう
か？　しかし、辛い思い出は簡単に

消えないし、苦しい生活は変えられま
せん。苦しみを和らげ、幸せを広げ
ることは難しいことです。しかし暗闇
の中にあるからこそ光はありがたく、
苦しみの中に希望を見いだす道のりこ
そが人生ともいわれます。
　有名な建築家、安藤忠雄さんの作
品に、この考えを形にしている作品
があります。教会の十字架に自然の
光を利用しているのです。コンクリー
トの壁を十字にくり抜き、外部から

の光を室内に取り入れるアイデアで
す。自然光は日中しか入らない、
だからこそ光で作る十字架はありが
たく見えるのでしょう。十字の光が
輝くのは晴れた日中に限られるから
です。いつかこの教会に行ってみ
たいなと思います。

　朝の来ない夜はない。小さな光を
ありがたいと感じながら、静かな一
年であることを心から祈ります。（樹）
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　私が初めて「いのち」と自ら向き合ったのは、半世紀前

の大学生時代でした。人生「不可解」と立木に墨書を残し

華厳の滝に投身自殺した藤村操の話を知った時です。ちょ

うど青年期の内省の時期で、衝撃を受けたことが今も脳裏

に残っている。何故、生命をかけることが出来るのか。

　その頃社会は、安保闘争から大学紛争、そして国民所得

倍増計画から高度経済成長期に向けて大きく変わろうとし

ていた。私はその時代に社会人となり、初めての「いのち」

との出会いでの思いは私の頭の中から薄らいでいき、社会

との関係の中で「いのち」を考えるように変わっていった

と思います。

　人生「不可解」は考えれば当たり前のことであり、自分

の中だけ閉じこもって生きる意味を探しても見つからな

い。他人とともに生きている、他人のために生きている中

で人生の生きる意味は見いだせる。

　「いのち」とは「生きる」ことなのだと実感する。

　最近の想像を超えた殺伐とした事件や自殺の増加を見る

時、信じられないほど「いのち」の軽い時代、「生きる」

ことを粗末にする時代になったと思える。その背景には

様々な社会的状況や事象があるが、根源の所で「いのち」

を守り「生きる」ための人と人との良い関係が壊れかけて

いるからではないでしょうか。心の触れ合う安心感、心に

しみる親切、元気を与えてくれた言葉、やさしい心遣い、

助け合いの精神、謙虚な態度等々、人と人の互いの「思い

やりの心」が人間社会の基本ではないでしょうか。

　「思いやり」とは、相手の立場に立って考え、相手の気

持ちを大事にして、その上で自らの判断で発言や行動する

ことです。幸いにして、これは日本人が日常の生活や文化

の中で、昔から大切にしてきた「心」です。最近の災害地

への多くのボランティア活動にも、日本人の思いやりの心

を見ます。一人一人が心にかけて実践していけば、少なく

ともどこかで理解しあえる暖かい人間関係、そして人間社

会が生まれるでしょう。このことが、「いのち」を守り、

輝かせます。

　「思いやりの心」は、言葉で、態度で、表情で、行動で

伝わります。そして今、将来を担う子供たちに学校におい

て「思いやりの心」を育みそして伝え合う多様な学修がす

すめられることを期待したい。　　　　　　（当協会役員）

― 「いのち」を輝かせる「思いやりの心」 ―

“自殺者 3 万人超え社会” のなかで考える

学校法人理事・前奈良市長
　　　　　藤　原　　　昭

15

―この悲しみの意味を知ることが出来るなら―

講 演

入江　杏　氏

突然の別れと悲しみからの再生

2000年12月31日
　その日の朝、大晦日なので私と母はおせち作りをしていま

した。イギリス出張帰りの夫は焼き鮭の朝食を食べていまし

た。いつもと変わらぬ朝でした。ただ、いつもなら「おばあちゃ

んおはよう」と隣からやって来る、妹の子どものにいなちゃ

んとれい君が来ません。朝寝坊をしているのかと思いました

が、内線電話の応答もありません。母は「いくらなんでも」

と言って、料理の途中で計量カップを手に持ったまま、隣の

妹の家に行きました。20分ほどしてから母が血相を変えても

どってきました。「殺されちゃってる…」。何を言ってるのか

意味がわかりませんでした。でも母のただならぬ様子に、夫

と私と息子は妹の家に行きました。妹の家に入った時、やけ

に寒いなと思ったのを覚えています。一階は妹の夫のみきお

さんの仕事場で、いつも書棚や机はきちんと片付いているの

ですが、その時は荒らされているという感じでした。本や書

類や衣類の山が出来ていて、その上にひきだしが2、3個伏

せて置かれていて、その下に人の足が見えていました。私が

近づこうとした時、夫が「行くな。見るな。触るな。」と強く

制止しました。わけがわからないまま、私と息子は家に戻り

110番しました。救急車が来て、パトカーが来て、報道のヘ

リコプターが飛んできて、大変な騒ぎになりました。私たち

はテレビを見て、救急の人の「死後何時間・・」という言葉で、

妹家族の『死』を感じました。

死に対して悼む言葉の貧しさを感じました。私たちに何が出

来るだろうという思いの中で、しみじみ見てみようと思った

のがこの絵でした。この絵のシーンはスーホが傷ついた白い

子馬を「放っておいたら狼に食べられて死ぬかもしれない。

だから助けたんだよ」というシーンです。このお話は最後に

白い馬が殺されてしまいます。何日も何日も嘆き悲しむスー

ホの夢の中に白い馬が出てきて、「そんなに悲しまないでくだ

さい。それより私の骨や皮や筋や毛を使って楽器を作ってく

ださい。そうすれば私はいつでもあなたのそばにいられます。」

と呼びかけます。それでスーホは『馬頭琴』という琴を作っ

て人々の心を慰めるというモンゴルの民話です。

　なぜにいなちゃんは、こんな悲しいお話を選んで絵として

遺したのかと考えました。そしてこのお話が選ばれたのは偶

然の符合ではなく、私に与えられた「道しるべ」ではないか、

と思い至るようになりました。私もスーホのように妹たちの

遺志を社会に繋げていけたらと思いました。私はにいなちゃ

んのお墓の前でこのお話を読みました。そうするとにいなちゃ

んが、私を死の淵から救ってくれたように感じました。その

絵には黄色い被り物を着けた小さな羊飼いの女の子が描かれ

ていて、それは亡くなる前日に、バンダナを頭に巻いて大掃

除を手伝っていたにいなちゃんの姿と重なりました。にいな

ちゃんは、自分の姿を笑顔とともにこの絵の中に封じ込めた

と思いました。そして絵の中から「死んじゃいけないよ。死

んじゃいけない」と私に語りかけてくれたんだと気づきまし

た。大好きな人を失った悲しみは消えないけれど、心の中で

その人は生きていると私に呼びかけてくれています。これが、

私の「生き直す力」となりました。

　2010年に急死した夫が口癖のように言いました。「過去は

変えられないけれど、過去の捉え方で、今と未来は変えられる。

経験を乗り越えていこう」と。だから私も出来ることを尽く

していきたいと思います。

　最後に、亡くなった妹家族に捧げる絵本『ずっとつながっ

てるよ』の読み聞かせをして終わります。

● ● 　 　講 演 を 聴 い て　● ● 　 ● ● 　 ● ● 　 ● ● 　 ● ● 　

　講演が終わった後、私たち聴衆の胸の中には言いようのな

い重い感動が広がった。凄惨な事実とやり場のない怒りと悲

しみを抱えて、それでも前を向いて歩いていこうとする入江

さんの強く真摯な姿に、心を揺さぶられる思いだった。にい

なちゃんとれい君が大好きだった

ぬいぐるみの小熊、ミシュカの目

を通して家族の絆が語られる絵本

『ずっとつながってるよ』の朗読を

聴いていると、人の心のなかには、

どんなことがあっても壊されない

ダイアモンドのようなものがある

ということを、強く感じた。　（Ｍ）

講師プロフィール

絵本作家。英国の大学で教鞭を執る

など10年に近い海外生活の後、帰

国した2000年12月31日に「世

田谷事件」に遭遇し、妹一家を失う。

その後犯罪被害からの回復、自助と

グリーフケアに取り組みながら、絵

本創作と読み聞かせ活動に従事して

いる。

昨年10月6日（日）、厚生労働省自殺防止対策補助事業と

して、奈良県社会福祉総合センターで、奈良いのちの電話の公

開講演会が開かれた。

生き残ってしまった
　妹家族は、こんなことが起こるまではごく普通の「ただご

との毎日」を、一所懸命積み重ねてきた家族でした。「ただご

との力」を教えてくれたのが妹家族でした。また、家族の中

心であった６歳のれい君の存在ゆえに「全きもの」となった

家族の絆を感じさせてくれました。「全きもの」とは、ユング

が「人生はその長さにかかわらずパーフェクトだ」と言った、

「パーフェクト」を翻訳したものです。れい君はわずか６歳で

人生を「全きもの」にしたと思いました。

　私たちは二人姉妹です。妹はかわいくて天真爛漫で、私は

傲慢にも「しっかりした姉」のつもりでした。みきおさんが

失業したり、れい君に障害があったりして大変な時に、何か

出来ると思い込んでいました。事件の時も、私に助けを求め

たんだろうと思うと、隣にいたのになぜ妹を助けられなかっ

たんだ、なぜ先に逝ってしまったんだ、私はなぜ生き残って

しまったんだ、という思いがありました。地域の治安が悪く

なってきたので、引っ越さなくてはいけないと言いながら、

なぜもっと早くに引っ越さなかったのだろう、とすべてのこ

とに自責の念を覚えました。私は事件の後、津波にのみ込ま

れる夢を見るようになりました。そして、自死念慮の思いに

とりつかれてしまいました。母もそうでした。その時、夫は

半年間も仕事を休んで私たちに寄り添ってくれました。

私を変えた一枚の絵
　私を変えた一枚の絵のお話をします。私が自死念慮に取り

つかれながらも自死に至らなかったのは、一枚の絵のおかげ

です。お葬式の日、にいなちゃんのクラスの子どもたちが千

羽鶴を持ってきて、歌を歌ってくれました。そのお礼と、子

どもたちに怖い思いをさせてごめんなさいという気持ちを伝

えるために学校へ行った時に、この絵をいただきました。2

年生の国語の教科書に載っていた「スーホの白い馬」を読んで、

一番心に残った場面を描くという課題でにいなちゃんが描い

たもので、羊飼いのスーホが小さい子馬を抱きかかえている

場面でした。

　その後、私たち遺族は四十九日の法要や新盆や一周忌など

の法話の中で、「全うできなかった命」とか「冥福できない命」

などの言葉に接するたびに辛い思いをしてきました。突然の

まった

まっと
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　私が初めて「いのち」と自ら向き合ったのは、半世紀前

の大学生時代でした。人生「不可解」と立木に墨書を残し

華厳の滝に投身自殺した藤村操の話を知った時です。ちょ

うど青年期の内省の時期で、衝撃を受けたことが今も脳裏

に残っている。何故、生命をかけることが出来るのか。

　その頃社会は、安保闘争から大学紛争、そして国民所得

倍増計画から高度経済成長期に向けて大きく変わろうとし

ていた。私はその時代に社会人となり、初めての「いのち」

との出会いでの思いは私の頭の中から薄らいでいき、社会

との関係の中で「いのち」を考えるように変わっていった

と思います。

　人生「不可解」は考えれば当たり前のことであり、自分

の中だけ閉じこもって生きる意味を探しても見つからな

い。他人とともに生きている、他人のために生きている中

で人生の生きる意味は見いだせる。

　「いのち」とは「生きる」ことなのだと実感する。

　最近の想像を超えた殺伐とした事件や自殺の増加を見る

時、信じられないほど「いのち」の軽い時代、「生きる」

ことを粗末にする時代になったと思える。その背景には

様々な社会的状況や事象があるが、根源の所で「いのち」

を守り「生きる」ための人と人との良い関係が壊れかけて

いるからではないでしょうか。心の触れ合う安心感、心に

しみる親切、元気を与えてくれた言葉、やさしい心遣い、

助け合いの精神、謙虚な態度等々、人と人の互いの「思い

やりの心」が人間社会の基本ではないでしょうか。

　「思いやり」とは、相手の立場に立って考え、相手の気

持ちを大事にして、その上で自らの判断で発言や行動する

ことです。幸いにして、これは日本人が日常の生活や文化

の中で、昔から大切にしてきた「心」です。最近の災害地

への多くのボランティア活動にも、日本人の思いやりの心

を見ます。一人一人が心にかけて実践していけば、少なく

ともどこかで理解しあえる暖かい人間関係、そして人間社

会が生まれるでしょう。このことが、「いのち」を守り、

輝かせます。

　「思いやりの心」は、言葉で、態度で、表情で、行動で

伝わります。そして今、将来を担う子供たちに学校におい

て「思いやりの心」を育みそして伝え合う多様な学修がす

すめられることを期待したい。　　　　　　（当協会役員）

― 「いのち」を輝かせる「思いやりの心」 ―

“自殺者 3 万人超え社会” のなかで考える

学校法人理事・前奈良市長
　　　　　藤　原　　　昭

15

―この悲しみの意味を知ることが出来るなら―

講 演

入江　杏　氏

突然の別れと悲しみからの再生

2000年12月31日
　その日の朝、大晦日なので私と母はおせち作りをしていま

した。イギリス出張帰りの夫は焼き鮭の朝食を食べていまし

た。いつもと変わらぬ朝でした。ただ、いつもなら「おばあちゃ

んおはよう」と隣からやって来る、妹の子どものにいなちゃ

んとれい君が来ません。朝寝坊をしているのかと思いました

が、内線電話の応答もありません。母は「いくらなんでも」

と言って、料理の途中で計量カップを手に持ったまま、隣の

妹の家に行きました。20分ほどしてから母が血相を変えても

どってきました。「殺されちゃってる…」。何を言ってるのか

意味がわかりませんでした。でも母のただならぬ様子に、夫

と私と息子は妹の家に行きました。妹の家に入った時、やけ

に寒いなと思ったのを覚えています。一階は妹の夫のみきお

さんの仕事場で、いつも書棚や机はきちんと片付いているの

ですが、その時は荒らされているという感じでした。本や書

類や衣類の山が出来ていて、その上にひきだしが2、3個伏

せて置かれていて、その下に人の足が見えていました。私が

近づこうとした時、夫が「行くな。見るな。触るな。」と強く

制止しました。わけがわからないまま、私と息子は家に戻り

110番しました。救急車が来て、パトカーが来て、報道のヘ

リコプターが飛んできて、大変な騒ぎになりました。私たち

はテレビを見て、救急の人の「死後何時間・・」という言葉で、

妹家族の『死』を感じました。

死に対して悼む言葉の貧しさを感じました。私たちに何が出

来るだろうという思いの中で、しみじみ見てみようと思った

のがこの絵でした。この絵のシーンはスーホが傷ついた白い

子馬を「放っておいたら狼に食べられて死ぬかもしれない。

だから助けたんだよ」というシーンです。このお話は最後に

白い馬が殺されてしまいます。何日も何日も嘆き悲しむスー

ホの夢の中に白い馬が出てきて、「そんなに悲しまないでくだ

さい。それより私の骨や皮や筋や毛を使って楽器を作ってく

ださい。そうすれば私はいつでもあなたのそばにいられます。」

と呼びかけます。それでスーホは『馬頭琴』という琴を作っ

て人々の心を慰めるというモンゴルの民話です。

　なぜにいなちゃんは、こんな悲しいお話を選んで絵として

遺したのかと考えました。そしてこのお話が選ばれたのは偶

然の符合ではなく、私に与えられた「道しるべ」ではないか、

と思い至るようになりました。私もスーホのように妹たちの

遺志を社会に繋げていけたらと思いました。私はにいなちゃ

んのお墓の前でこのお話を読みました。そうするとにいなちゃ

んが、私を死の淵から救ってくれたように感じました。その

絵には黄色い被り物を着けた小さな羊飼いの女の子が描かれ

ていて、それは亡くなる前日に、バンダナを頭に巻いて大掃

除を手伝っていたにいなちゃんの姿と重なりました。にいな

ちゃんは、自分の姿を笑顔とともにこの絵の中に封じ込めた

と思いました。そして絵の中から「死んじゃいけないよ。死

んじゃいけない」と私に語りかけてくれたんだと気づきまし

た。大好きな人を失った悲しみは消えないけれど、心の中で

その人は生きていると私に呼びかけてくれています。これが、

私の「生き直す力」となりました。

　2010年に急死した夫が口癖のように言いました。「過去は

変えられないけれど、過去の捉え方で、今と未来は変えられる。

経験を乗り越えていこう」と。だから私も出来ることを尽く

していきたいと思います。

　最後に、亡くなった妹家族に捧げる絵本『ずっとつながっ

てるよ』の読み聞かせをして終わります。

● ● 　 　講 演 を 聴 い て　● ● 　 ● ● 　 ● ● 　 ● ● 　 ● ● 　

　講演が終わった後、私たち聴衆の胸の中には言いようのな

い重い感動が広がった。凄惨な事実とやり場のない怒りと悲

しみを抱えて、それでも前を向いて歩いていこうとする入江

さんの強く真摯な姿に、心を揺さぶられる思いだった。にい

なちゃんとれい君が大好きだった

ぬいぐるみの小熊、ミシュカの目

を通して家族の絆が語られる絵本

『ずっとつながってるよ』の朗読を

聴いていると、人の心のなかには、

どんなことがあっても壊されない

ダイアモンドのようなものがある

ということを、強く感じた。　（Ｍ）

講師プロフィール

絵本作家。英国の大学で教鞭を執る

など10年に近い海外生活の後、帰

国した2000年12月31日に「世

田谷事件」に遭遇し、妹一家を失う。

その後犯罪被害からの回復、自助と

グリーフケアに取り組みながら、絵

本創作と読み聞かせ活動に従事して

いる。

昨年10月6日（日）、厚生労働省自殺防止対策補助事業と

して、奈良県社会福祉総合センターで、奈良いのちの電話の公

開講演会が開かれた。

生き残ってしまった
　妹家族は、こんなことが起こるまではごく普通の「ただご

との毎日」を、一所懸命積み重ねてきた家族でした。「ただご

との力」を教えてくれたのが妹家族でした。また、家族の中

心であった６歳のれい君の存在ゆえに「全きもの」となった

家族の絆を感じさせてくれました。「全きもの」とは、ユング

が「人生はその長さにかかわらずパーフェクトだ」と言った、

「パーフェクト」を翻訳したものです。れい君はわずか６歳で

人生を「全きもの」にしたと思いました。

　私たちは二人姉妹です。妹はかわいくて天真爛漫で、私は

傲慢にも「しっかりした姉」のつもりでした。みきおさんが

失業したり、れい君に障害があったりして大変な時に、何か

出来ると思い込んでいました。事件の時も、私に助けを求め

たんだろうと思うと、隣にいたのになぜ妹を助けられなかっ

たんだ、なぜ先に逝ってしまったんだ、私はなぜ生き残って

しまったんだ、という思いがありました。地域の治安が悪く

なってきたので、引っ越さなくてはいけないと言いながら、

なぜもっと早くに引っ越さなかったのだろう、とすべてのこ

とに自責の念を覚えました。私は事件の後、津波にのみ込ま

れる夢を見るようになりました。そして、自死念慮の思いに

とりつかれてしまいました。母もそうでした。その時、夫は

半年間も仕事を休んで私たちに寄り添ってくれました。

私を変えた一枚の絵
　私を変えた一枚の絵のお話をします。私が自死念慮に取り

つかれながらも自死に至らなかったのは、一枚の絵のおかげ

です。お葬式の日、にいなちゃんのクラスの子どもたちが千

羽鶴を持ってきて、歌を歌ってくれました。そのお礼と、子

どもたちに怖い思いをさせてごめんなさいという気持ちを伝

えるために学校へ行った時に、この絵をいただきました。2

年生の国語の教科書に載っていた「スーホの白い馬」を読んで、

一番心に残った場面を描くという課題でにいなちゃんが描い

たもので、羊飼いのスーホが小さい子馬を抱きかかえている

場面でした。

　その後、私たち遺族は四十九日の法要や新盆や一周忌など

の法話の中で、「全うできなかった命」とか「冥福できない命」

などの言葉に接するたびに辛い思いをしてきました。突然の

まった

まっと


